
資料６

【説明】

○　「量の見込み」（需要量）の算出方法

○　審議に当たってのポイント

・「量の見込み」（需要量）は、過去の利用状況等と比較して妥当か。

・「量の見込み」（需要量）を独自の算出方法により算出する場合、その算出方法は妥当か。

・「確保の内容」（供給量）は、「量の見込み」（需要量）と比較して妥当か。

1　教育・保育施設

実績数

A

(実績数

－計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

B

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,649 △ 208 1,644 1,684 1,748 1,797 1,857

幼児期の学校教育の

利用希望が強い

154 △ 45 183 187 187 192 199

上記以外 1,495 △ 163 1,461 1,497 1,561 1,605 1,658

1,649 △ 208 1,644 1,684 1,748 1,797 1,857

特定教育・保育施設 144 0 105 105 144 144 144

確認を受けない幼稚園 870 △ 150 950 950 1,020 1,020 1,020

市外の幼稚園 635 △ 58 589 629 584 633 693

0 0 0 0 0 0 0

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

98人 105人 131人 147人 149人

862人 805人 810人 828人 768人

○　「確保の内容」算出方法 960人 910人 941人 975人 917人

58.9% 56.6% 62.1% 54.2% 52.0%

　原則として、「計画期間の児童数推計値　×　ニーズ調査結果に基づく各事業の潜在需要率（利用意向率）」により算出する。ただし、この算出結果

が過去の利用実績と大きな乖離があるなどの場合は、独自の算定方法により算出する。

利用意向率（３歳以上）（＝利用意向者数／児童数）

合計

確認を受けない幼稚園在籍者数

特定教育・保育施設在籍者数

区分 担当課 量の見込みと確保の内容

※　必要利用定員総数＝幼児期の学校教育・保育の量の見込み。

※　特定教育・保育施設＝市町村長が施設型給付費の支給に係る施設として確認する「認定こども園・幼稚園・保育所」のこと。

※　確認を受けない私立幼稚園＝自治体が施設型給付の対象となることを確認する「認定こども園・幼稚園・保育所」に該当しない、私立幼稚園のこと（私立幼稚園が、新制度の施設型給付を受けるかどうかは各幼稚園の判断に

委ねることとなっている）。

※　施設型給付＝新制度で認定こども園・幼稚園・保育所（教育・保育施設）を通じた共通の給付のこと。

※　幼児期の学校教育の利用希望が強い（2号認定）＝2号認定ニーズのうち幼児期の学校教育（幼稚園、認定こども園）の利用希望が強いと想定されるもの。1号認定の確保方策として記載することが可能である。

２　確保の内容

過不足（２-１）

次期子ども・子育て支援事業計画における量の見込みと確保の内容

平成31年度進捗状況 計画数【現行】 計画数【次期案】

1

１号認定（満３歳

以上、幼稚園を利

用希望）

保育課

１　必要利用定員総数

私立幼稚園利用者が通園している施設

の所在地で見ると、４０％近くの利用

者が市外の幼稚園に通園している。

幼児教育・保育無償化の影響を注視し

ながら、市内施設において認定こども

園への移行の意向があれば、その対応

ができるよう検討を進めている。

番

号

検討中

検討中

R2 R3 R4 R5 R6

0歳 1,109 1,107 1,107 1,103 1,113

1歳 1,106 1,126 1,124 1,124 1,120

2歳 1,045 1,097 1,117 1,115 1,115

3歳 1,092 1,043 1,095 1,115 1,113

4歳 1,107 1,082 1,033 1,085 1,105

5歳 1,083 1,105 1,080 1,030 1,082

6歳 1,051 1,099 1,122 1,096 1,046

7歳 1,064 1,064 1,112 1,136 1,109

8歳 976 1,071 1,071 1,119 1,143

9歳 1,030 987 1,084 1,084 1,132

10歳 978 1,035 992 1,089 1,089

11歳 981 987 1,044 1,001 1,099

合計 12,622 12,803 12,981 13,097 13,266

R2 R3 R4 R5 R6

０歳 1,109 1,107 1,107 1,103 1,113

1-2歳 2,151 2,223 2,241 2,239 2,235

3-5歳 3,282 3,230 3,208 3,230 3,300

小計 6,542 6,560 6,556 6,572 6,648

6-8歳 3,091 3,234 3,305 3,351 3,298

9-11歳 2,989 3,009 3,120 3,174 3,320

合計 12,622 12,803 12,981 13,097 13,266

児童人口推計

検討中
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資料６

実績数

A

(実績数

－計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

B

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,379 227 1,060 1,086 1,082 1,113 1,152

1,694 213 1,074 1,156 1,286 1,481 1,481

特定教育・保育施設 1,571 172 987 1,085 1,204 1,399 1,399

地域型保育事業 0 0 0 0 0 0 0

認可外保育施設 123 41 87 71 82 82 82

315 △ 14 14 70 204 368 329

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

920人 1,011人 1,089人 1,151人 1,317人

73人 60人 96人 116人 109人

○　「確保の内容」算出方法 993人 1,071人 1,185人 1,267人 1,426人

5人 5人 12人 2人 7人

33.8% 36.6% 38.7% 40.0% 43.5%
利用意向率（３歳以上）（＝利用意向者数／児童数）

待機児童数（３歳以上）

合計

認可外保育施設入所者数（３歳以上）

認可保育所入所者数（３歳以上）

２　確保の内容

過不足（２-１）

※　必要利用定員総数＝幼児期の学校教育・保育の量の見込み。

※　地域型保育事業＝自治体で実施している、19人以下の小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保育のこと。

※　認可外保育施設＝「認可保育所」以外の子供を預かる施設の総称。自治体によって種別が異なる場合がある。

計画数【現行】 計画数【次期案】

2

２号認定（満３歳

以上、保育所を利

用希望）

保育課

１　必要利用定員総数

待機児童の解消に向けて、施設整備等の定員

の確保に努めているが、平成31年4月現在の待

機児童数が111人となる等、前年度待機児童数

より増加した。

増加の原因としては、幼児教育・保育の無償

化などにより、保護者の負担が軽減されるこ

とに伴うニーズの増加などが考えられる。３

歳以上児については定員を割っている施設が

あるなど、定員確保量としては満たしている

ものの、進級児童の枠の確保などのバランス

を図りながら、引き続き検討していく。

番

号

区分 担当課 量の見込みと確保の内容

平成31年度進捗状況

検討中

検討中

検討中
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実績数

A

(実績数

－計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

B

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

303 23 253 251 284 282 280

338 54 226 251 254 284 284

特定教育・保育施設 261 32 155 184 199 229 229

地域型保育事業 32 5 16 22 27 27 27

認可外保育施設 45 17 55 45 28 28 28

35 31 △ 27 0 △ 30 2 4

32.5% 5.1% 23.5% 26.4% 24.2% 27.3% 27.4%

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

159人 181人 194人 211人 237人

17人 20人 27人 28人 30人

○　「確保の内容」算出方法 24人 36人 33人 32人 28人

200人 237人 254人 271人 295人

38人 39人 46人 18人 15人

22.4% 25.8% 28.7% 27.8% 29.1%

待機児童数（０歳）

利用意向率（０歳）（＝利用意向者数／児童数）

認可保育所入所者数（０歳）

地域型保育事業入所者数（０歳）

認可外保育施設入所者数（０歳）

合計

保育利用率

3

３号認定（満３歳

未満、保育所を利

用希望）

①　３号認定（０

歳）

保育課

１　必要利用定員総数

待機児童の解消に向けて、施設整備等の定員

の確保に努めているが、平成31年4月現在の待

機児童数が111人となる等、前年度待機児童数

より増加した。

増加の原因としては、幼児教育・保育の無償

化などにより、保護者の負担が軽減されるこ

とに伴うニーズの増加などが考えられる。０

歳児においては、待機児童が発生しており、

新規施設の整備による定員確保を進めてい

る。

２　確保の内容

過不足（２-１）

番

号

区分 担当課 量の見込みと確保の内容

平成31年度進捗状況 計画数【現行】 計画数【次期案】

検討中

検討中

検討中
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実績数

A

(実績数

－計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

B

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,115 131 885 861 989 995 984

1,178 175 760 823 878 1,003 1,003

特定教育・保育施設 873 97 529 612 651 776 776

地域型保育事業 95 △ 4 65 77 99 99 99

認可外保育施設 210 82 166 134 128 128 128

63 44 △ 125 △ 38 △ 111 8 19

55.5% 8.1% 38.8% 43.2% 41.3% 46.9% 47.4%

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

529人 602人 626人 731人 838人

52人 68人 99人 107人 91人

○　「確保の内容」算出方法 142人 138人 185人 214人 182人

723人 808人 910人 1,052人 1,111人

121人 110人 98人 68人 89人

41.7% 43.8% 43.8% 46.5% 52.5%

計画数【現行】

利用意向率（１・２歳）（＝利用意向者数／児童数）

待機児童数（１・２歳）

合計

認可外保育施設入所者数（１・２歳）

地域型保育事業入所者数（１・２歳）

認可保育所入所者数（１・２歳）

4

３号認定（満３歳

未満、保育所を利

用希望

②３号認定（１・

２歳）

保育課

１　必要利用定員総数

待機児童の解消に向けて、施設整備等の定員

の確保に努めているが、平成31年4月現在の待

機児童数が111人となる等、前年度待機児童数

より増加した。

増加の原因としては、幼児教育・保育の無償

化などにより、保護者の負担が軽減されるこ

とに伴うニーズの増加などが考えられる。１

歳及び２歳児においては、待機児童が多く発

生しており、新規施設の整備による定員確保

を進めている。

２　確保の内容

保育利用率

過不足（２-１）

番

号

区分 担当課 量の見込みと確保の内容

平成31年度進捗状況 計画数【次期案】

検討中

検討中

検討中
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２　地域子ども・子育て支援事業

実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

利用者支援事業

[基本型]

※新規掲載事業

子育て支

援課

未就学・就学

児童

子どもや保護者の身近

な場所で、教育・保育

施設や地域の子育て支

援事業等の情報提供及

び相談・助言等を行う

とともに、関係機関と

の連絡調整等を実施す

る事業

1 1

利用者支援事業

[特定型]

保育課 未就学児童

子どもや保護者が、幼

稚園・保育所での教

育・保育や、一時預か

り等の中から適切なも

のを選択し円滑に利用

できるよう、個々の

ニーズを把握し情報提

供や相談を含めた支援

を行う事業

1 0

引き続き保育所等入所相談支

援員（２名）を配置し、窓

口・電話での保育相談に対応

している。

平成31年4月入所の申請件数は

1,032件と、前年の936件を上

回ったところではあり、依然

として保育希望者からの相

談・問合せは多い。ニーズに

合わせた保育サービスの情報

提供や、関係機関との連携を

行うため、引き続き相談支援

の質の向上が必要である。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

利用者支援事業

[母子保健型]

健康課 妊婦

妊婦の健康の保持・増

進のほか、出産・子育

てに対する不安の軽減

を図ることで、安心し

て出産を迎えられるよ

うに、全ての妊婦に対

し面談を行い、必要に

応じて情報提供や相談

を含めた支援を行う事

業

1 0

実施２年目となる。平成３０

年度は予約と母子手帳申請時

の当日受付も平行実施し面談

率は７７％と増加した。未面

談の方に文書や電話の丁寧な

働きかけを行い個別対応を充

実した結果といえる。他市の

状況も鑑みながら支援プラン

について見直しを行った。

1 1 1 1 1 1 1 1

○　「確保の内容」算出方法 ○　参考（実績）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

1箇所 1箇所

利用者支援事業[基本型]　…令和５年度１か所開始

未実施

利用者支援事業[特定型]実施箇所数

利用者支援事業[母子保健型]実施箇所数利用者支援事業[母子保健型]　…１か所継続実施

利用者支援事業[特定型]　…１か所継続実施

1

確保の内容

（実施か所）

確保の内容

（実施か所）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

確保の内容

（実施か所）

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】
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実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

604 604 972 1,116 1,116

862 △ 254

公立保育園５園、私立保育園

等２１園で１８時以降の延長

保育を実施した。

556 628 972 1,116 1,116

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　「認可保育所在園児の見込数」×「延長保育利用率（５年平均、38.1％）」 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

○　「確保の内容」算出方法 1,448人 1,608人 1,839人 2,057人 2,324人 1,855人

　「量の見込み」と同数 584人 711人 691人 645人 862人 699人

40.3% 44.2% 37.6% 31.4% 37.1% 38.1%

○　参考（今後の見込み）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

検討中

38.1%

検討中

延長保育利用率　（Ｂ/Ａ）

認可保育所在園児の見込数　（Ａ）

延長保育利用率（５年平均）　（Ｂ）

延長保育の量の見込み　（Ａ）×（Ｂ）

認可保育所在園児数　（Ａ）

延長保育利用者数　（Ｂ）

2

延長保育事業（時間

外保育）

保育課 未就学児童

保育所在園児を対象

に、保護者の就労等の

事情により、通常保育

時間を超えて保育を実

施する事業

量の見込み（人）

量の見込みと確保の

内容

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】

確保の内容（人）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

検討中
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≪Ａ案≫

実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

994 1,008 1,205 1,245 1,282 1,328 1,381 1,415 1,435 1,426

【低学年】量の

見込み

1,116 1,167 1,193 1,210 1,191

1年生 379 397 405 396 378

2年生 384 384 401 410 400

3年生 352 387 387 404 413

【高学年】量の

見込み

212 214 222 225 236

4年生 73 70 77 77 80

5年生 69 73 70 77 77

6年生 70 70 74 71 78

810 0

本市では入所受付期間内の申請は

入所要件を満たす限り、全員の入

所を承認しており、平成30年4月1

日現在の入所児童数は988人で

あった。入所希望者が増加し、狭

隘化しているあかね学童保育所に

ついては、令和2年4月の新施設竣

工を目指し、平成30年度は施設の

設計を行った。みどり学童保育所

については、前年度に引続き児童

館の一部を一時的に借用し保育場

所として活用する取組みを行い、

保育スペースの確保に努めた。

790 810 810 810 810 920

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　放課後児童健全育成事業（学童保育） 放課後児童健全育成事業（学童保育）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

対象児童数（６～８歳）　（A） 2,610人 2,712人 2,827人 2,878人 2,962人

【低学年】在籍児童数　（B） 856人 922人 969人 987人 1,068人

【低学年】利用登録数比率 　（B/A） 32.8% 34.0% 34.3% 34.3% 36.1%

○　「確保の内容」算出方法 6人 3人 3人 1人 5人

　放課後児童健全育成事業（学童保育）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

　　令和２年度…920人。令和３年度以降…検討中

就学児童

放課後児童健全育成

事業（学童保育）

児童青少

年課

計画数【現行】

【高学年】在籍児童数

量の見込み（人）

確保の内容（人）

保護者が就労等により

昼間家庭にいない小学

校就学児童に対し、授

業の終了後等に適切な

遊びや生活の場を与え

て、児童の健全育成を

図る事業

　　【低学年】（６～８歳）　　 「推計児童数（６～８歳）」×「利用登録数比率（過去５年

最大値、36.1%）」

　【高学年】（９～１１歳）　 「家庭類型別児童数（９～１１歳）」×「利用意向率」

　　　　　　　　　　　　　　　　（＝推計児童数（９～１１歳）の7.1%）

3

955764

265255

平成30年度進捗状況
計画数【次期案】

量の見込みと確保の

内容

740 1,017990

250244254

検討中

7



≪Ｂ案≫

実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

994 1,008 1,205 1,245 1,282 1,328 1,410 1,477 1,532 1,555

【低学年】量の

見込み

1,116 1,197 1,256 1,307 1,319

1年生 379 407 426 427 418

2年生 384 394 423 443 444

3年生 352 396 407 436 457

【高学年】量の

見込み

212 214 222 225 236

4年生 73 70 77 77 80

5年生 69 73 70 77 77

6年生 70 70 74 71 78

810 0

本市では入所受付期間内の申請は

入所要件を満たす限り、全員の入

所を承認しており、平成30年4月1

日現在の入所児童数は988人で

あった。入所希望者が増加し、狭

隘化しているあかね学童保育所に

ついては、令和2年4月の新施設竣

工を目指し、平成30年度は施設の

設計を行った。みどり学童保育所

については、前年度に引続き児童

館の一部を一時的に借用し保育場

所として活用する取組みを行い、

保育スペースの確保に努めた。

790 810 810 810 810 920

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　放課後児童健全育成事業（学童保育） 放課後児童健全育成事業（学童保育）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

対象児童数（６～８歳）　（A） 2,610人 2,712人 2,827人 2,878人 2,962人

【低学年】在籍児童数　（B） 856人 922人 969人 987人 1,068人

【低学年】利用登録数比率 　（B/A） 32.8% 34.0% 34.3% 34.3% 36.1%

○　「確保の内容」算出方法 6人 3人 3人 1人 5人

　放課後児童健全育成事業（学童保育）

　　令和２年度…920人。令和３年度以降…検討中

　　【低学年】（６～８歳）　　 「推計児童数（６～８歳）」×「利用登録数比率（令和２年

度：過去５年最大値の36.1%、令和６年度：40%、各年度間は1%ずつ増加）」

　　【高学年】（９～１１歳）　 「家庭類型別児童数（９～１１歳）」×「利用意向率」

　　　　　　　　　　　　　　　　（＝推計児童数（９～１１歳）の7.1%）

【高学年】在籍児童数

740 764 955 990 1,017

254 244 250 255 265

計画数【現行】 計画数【次期案】

3

放課後児童健全育成

事業（学童保育）

児童青少

年課

就学児童

保護者が就労等により

昼間家庭にいない小学

校就学児童に対し、授

業の終了後等に適切な

遊びや生活の場を与え

て、児童の健全育成を

図る事業

量の見込み（人）

番

号

事業名称 担当課 対象

平成30年度進捗状況

確保の内容（人）

事業の内容

量の見込みと確保の

内容

検討中

8



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

3

放課後子ども総合プ

ラン事業

生涯学習

課

就学児童

次代を担う人材を育成

するため、全ての就学

児童が放課後を安心・

安全に過ごし、多様な

経験・活動ができるよ

う、放課後子ども教室

と学童保育所が連携

し、総合的な放課後対

策に取り組む事業

本町小・第三小・東小・前原

小の４小学校で、放課後子ど

も総合プラン協議会を実施

し、学校・学童・放課後子ど

も教室の連携を深めた。平成

31年度からは全９小学校で協

議会を実施し、さらなる児童

の安全・安心な居場所の確保

に努め、放課後子ども教室の

平日全日開催を目指す。

2 3 4 6 9

○　参考（実績）

放課後子ども教室

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

31,260人 30,407人 33,621人 33,515人 33,415人

792回 751回 822回 840回 879回

計画数【次期案】

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

平成30年度進捗状況
計画数【現行】

平成３１年までに一体型を

６か所、連携型を３か所整

備する。

参加者数

実施回数

確保の内容（放課後子

ども教室の平日全日開

催の小学校数（校））

量の見込みと確保の

内容

9



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

711 712 749 761 770 626 628 627 629 636

730 0

ひとり親家庭などによる利用

希望が一定量あり、児童虐待

対応の側面も持つ事業であ

る。平成30年度延27人42泊利

用。受入年齢等課題はある

が、量の見込みは確保できて

いる。今後も継続実施する。

730 730 730 730 730 730 730 730 730 730

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

75人 61人 49人 37人 42人

○　「確保の内容」算出方法

　「定員数（2人）」×「年間開所日数（365日）」

実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,045 1,037 1,250 1,243 1,235 1,323 1,321 1,321 1,316 1,328

1,170 △ 80

平成29年度の実績数は1,130人

であり、平成30年度は40人増

の1,170人と、実績人数は増加

した。

なお、各家庭の状況を鑑み、

必要に応じて複数回訪問を実

施。複数回訪問した場合も各1

件とし実績数に含める。

1,045 1,045 1,250 1,250 1,250 1,328 1,328 1,328 1,328 1,328

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　「推計児童数（０歳）」×「事業実績比率（過去5年間最大値、119.3%）」 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

○　「確保の内容」算出方法 1,042人 1,072人 1,063人 1,050人 1,001人

　「量の見込み」の最大値と同数 1,196件 1,279件 1,270件 1,130件 1,170件

114.8% 119.3% 110.0% 107.6% 116.9%

事業実績　（Ｂ）

事業実績比率　（Ｂ）／（Ａ）

０歳人口　（Ａ）

量の見込み（人）

確保の内容（人）

実施体制：市保健師及び委託で実施

実施機関：健康課（保健センター）

委託団体等：母子保健推進員（保健師、助産師

有資格者等）

実施体制：市保健師及び委託で実施

実施機関：健康課（保健センター）

委託団体等：母子保健推進員（保健師、助産師

有資格者等）

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】

5

乳児家庭全戸訪問事

業（こんにちは赤

ちゃん事業）

健康課

(対象年齢)

０歳

生後４か月までの乳児

のいる全ての家庭を訪

問し、子育てに関する

情報提供、乳児及びそ

の保護者の心身の状況

及び養育環境の把握を

行うほか、養育につい

ての相談に応じ、助言

その他の援助を行う事

業

確保の内容（人/年）

　「家庭類型別児童数（０～５歳）」×「利用意向率」×「利用希望日数」

　（＝推計児童数（０～５歳）×9.6%）

延利用人数（宿泊数換算）

平成30年度進捗状況

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

計画数【現行】 計画数【次期案】

担当課

4

子育て短期支援事業

（ショートステイ）

子育て支

援課

未就学児童

保護者の疾病等の理由

により家庭において養

育を受けることが一時

的に困難となった児童

について、児童養護施

設等において、必要な

保護を行う事業

量の見込み（人/年）

番

号

事業名称 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

10



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

23 23 23 23 23 17 17 17 17 17

15 △ 8

支援が必要な家庭にヘルパー

派遣を実施した。養育支援家

庭は、様々な課題を抱えてお

り、訪問支援者研修や派遣事

業所との連絡会を開催し、連

携を図った。

23 23 23 23 23 17 17 17 17 17

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　「派遣人数（過去5年間最大値、17人）」 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

○　「確保の内容」算出方法 17人 14人 5人 7人 15人

　「量の見込み」の最大値と同数 1,182時間 338.5時間 268時間 383時間 392時間

69.5時間 24.2時間 53.6時間 54.7時間 26.1時間

派遣人数　（Ａ）

派遣時間　（Ｂ）

1人当たりの派遣時間

（Ｂ）／（Ａ）

実施体制：子ども家庭支援センター及び委託で

実施

実施機関：子育て支援課（子ども家庭支援セン

ター）

委託団体等：ヘルパー派遣事業所（6事業所）

実施体制：子ども家庭支援センター及び委託で

実施

実施機関：子育て支援課（子ども家庭支援セン

ター）

委託団体等：ヘルパー派遣事業所（6事業所）

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】

6 養育支援訪問事業

子育て支

援課

要支援児童、

特定妊婦、要

保護児童

養育支援が特に必要な

家庭に対して、その居

宅を訪問し、養育に関

する指導・助言等を行

うことにより、当該家

庭の適切な養育の実施

を確保する事業。正式

名称は「養育支援訪問

事業及び要保護児童対

策地域協議会その他の

者による要保護児童等

に対する支援に資する

事業」

量の見込み（人）

確保の内容（人）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

11



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

7,426 7,270 8,081 8,096 8,021 5,995 6,124 6,157 6,146 6,157

3,879 △ 237 2,016 2,016 4,116 4,116 4,116 3,950 3,950 3,950 3,950 3,950

確保の内容（か所） 5 0 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5

児童館の子育て

ひろば事業

（人/月）

1,859 △ 157 2,016 2,016 2,016 2,016 2,016 1,892 1,892 1,892 1,892 1,892

児童館の子育て

ひろば事業

（か所）

4 0 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

子ども家庭支援

センターの親子

遊びひろば事業

（人/月）

2,020 △ 80 2,100 2,100 2,100 2,058 2,058 2,058 2,058 2,058

子ども家庭支援

センターの親子

遊びひろば事業

（か所）

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

児童館の子育てひろば事業

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

○　「確保の内容」算出方法 利用者数（人/月） 1,892人 1,755人 1,871人 1,860人 1,859人

【児童館の子育てひろば事業】 4箇所 4箇所 4箇所 4箇所 4箇所

　利用人数の過去5年間の最大値

【子ども家庭支援センターの親子遊びひろば事業】 子ども家庭支援センターの親子遊びひろば事業

　利用人数の過去5年間の最大値 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

利用者数（人/月） 1,830人 1,755人 2,058人 1,954人 2,020人

1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所

確保の内容（人/月）

　「家庭類型別児童数（０～２歳）」×「利用意向率」×「利用希望日数」

　（＝推計児童数（０～２歳）×183.9%）

児童館全館で子育てひろばを

開設。

また、学童保育所において開

設しているひろば事業では年

間8,099人(月平均674人）の利

用があった。

月平均2,020名の親子が来所。

様々なイベントや教室などを

実施し親子の交流や子育て情

報等の発信をしている。

平成30年度進捗状況
計画数【現行】

実施箇所数

実施箇所数

計画数【次期案】

7

地域子育て支援拠点

事業

児童青少

年課、子

育て支援

課

未就学児童

乳幼児及びその保護者

が相互の交流を行う居

場所を開設し、子育て

についての相談、情報

提供を行う事業

量の見込み（人/月）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容
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実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

51,541 52,794 52,561 54,136 55,998 48,974 47,213 46,892 47,213 48,236

幼稚園の在園児を対

象とした一時預かり

（１号認定見込み）

7,038 7,209 7,177 7,392 7,646 9,325 9,177 9,115 9,177 9,376

幼稚園の在園児を対

象とした一時預かり

（２号認定見込み）

44,503 45,585 45,384 46,744 48,352 39,649 38,036 37,777 38,036 38,860

17,869 2,344

一時預かり（平日実施5園）

16,376人／年

一時預かり（長期休業日実施3

園）1,493人／年

15,525 15,525 15,525 15,525 15,525 17,869 17,869 17,869 17,869 17,869

26,991 27,033 28,453 28,891 29,240 34,408 34,503 34,482 34,566 34,966

32,667 312 32,230 32,271 32,313 32,355 33,128 33,170 33,179 33,177 33,185 33,221

（在園児対象型

以外）保育園の

一時預かり

30,025 0

（実績ベース）

緊急一時 999人／年、非定型的　570

人／年、私的理由　4,440人／年、定

期利用　8,653人／年、保育室 6,211

人／年

30,025 30,025 30,025 30,025 30,025 30,025 30,025 30,025 30,025 30,025

子育て援助活動

支援事業（ファ

ミリー・サポー

ト・センター）

2,642 312

会員数の増加、一定の活動量もあ

り、ニーズの高い事業である。利

用者のニーズに合わせ、協力会員

の確保が課題。

2,205 2,246 2,288 2,330 2,373 3,145 3,154 3,152 3,160 3,196

子育て短期支援

事業（トワイラ

イトステイ）

0 0

受入施設を幅広く捉え、保護

者のニーズ等を見極め規模・

内容を含め実施に向け検討中

0 0 0 0 730

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　①幼稚園における一時預かり（幼稚園における在園児対象型） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

　②保育園等における一時預かり（幼稚園における在園児対象型以外） 緊急一時 1,259人 992人 1,120人 1,217人 1,217人

非定型的 1,428人 1,030人 590人 623人 571人

私的理由 4,216人 4,355人 4,982人 4,615人 4,933人

○　「確保の内容」算出方法 定期利用 7,487人 8,450人 8,491人 9,017人 9,591人

　①幼稚園における一時預かり（幼稚園における在園児対象型） 14,390人 14,827人 15,183人 15,472人 16,312人

　　平成30年度実績のとおり

　②保育園等における一時預かり（幼稚園における在園児対象型以外） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

　　・（在園児対象型以外）保育園の一時預かり　…平成30年度実績のとおり 1,834人 1,973人 2,875人 2,766人 2,642人

　　・子育て短期支援事業（トワイライトステイ）　…　検討中

②保育園等における一時預かり（幼稚園における在園児対象型以外）

計画数【現行】

①幼稚園における一時預かり（幼稚園における在園児対象型）

　　「家庭類型別児童数（０～５歳）」×「利用意向率」×「利用希望日数」

　　（＝推計児童数（０～５歳）×526.0%）

　　・子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター）

　　　…　番号10「子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター、就学後含む。）」

　　　　   の「確保の内容」算出方法を参照

合　　計

ファミサポ（未就学）利用者数

確保の内容（人日/年）

保育園の

一時預か

り利用者

数

幼稚園における一時預かり（幼稚園にお

ける在園児対象型）利用定員数

　　「家庭類型別児童数（３～５歳）」×「利用意向率」×「利用希望日数」

　　　・幼稚園の在園児を対象とした一時預かり（１号認定見込み）

　　　　　…　（＝推計児童数（３～５歳）×284.1%）

　　　・幼稚園の在園児を対象とした一時預かり（２号認定見込み）

　　　　　…　（＝推計児童数（３～５歳）×1,177.6%）

8 一時預かり事業

保育課

子育て支

援課

①幼稚園在園

児

②在園児以外

は未就学児童

家庭において保育を受

けることが一時的に困

難となった児童につい

て、保育所等において

児童を一時的に預かる

事業

17,869人15,525人15,525人15,525人15,525人

量の見込み合計（人日/

年）

量の見込み合計（人日/

年）

確保の内容（人日/年）

平成30年度進捗状況
計画数【次期案】

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

検討中

13



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

3,146 3,151 3,316 3,367 3,408 3,681 3,692 3,689 3,698 3,741

1,516 △ 713 1,524 1,524 1,524 2,229 3,404 2,496 3,476 3,476 3,476 3,741

病児保育事業 1,516 △ 713

病後児保育

　受託実績　114人／年

病児保育

　受託実績　375人／年

1,524 1,524 1,524 2,229 3,404 2,496 3,476 3,476 3,476 3,741

子育て援助活動

支援事業（ファ

ミリー・サポー

ト・センターな

ど）

0 0

現時点では未実施

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

77日人 107日人 182日人 153日人 114日人

275人 395人 523人 636人 763人

○　「確保の内容」算出方法

　①　しんあい保育園で実施されている体調不良時対応型　：　定員2名（1日）×294日（開所日数）＝588人日／年

　②　くるみ保育室で実施されている病後児保育　：　定員4名（1日）×232日（開所日数）＝928人日／年

　③　病児保育（新規）　：　定員4名（１日）×245日（開所日数）＝980人日／年（※令和元年秋頃の開設を予定）

　④　病児保育（新規）　：　定員4名（１日）×245日（開所日数）＝980人日／年（※令和２年度以降の新規開設を見込む）

　⑤　病児保育（拡充）　：＋定員1名（１日）×265日（開所日数）＝265人日／年（※②～④の運営状況を踏まえつつ、拡充等を検討する。）

量の見込み（人日/年）

登録児童数

平成30年度進捗状況
計画数【現行】

確保の内容（人日/年）

　「家庭類型別児童数（０～５歳）」×「利用意向率」×「利用希望日数」

　　（＝推計児童数（０～５歳）×56.3%）
利用者数

9

病児保育事業、子育

て援助活動支援事業

（病児・緊急対応強

化事業）

保育課

子育て支

援課

未就学児童

児童が病気の回復期に

至らない場合で当面の

症状の急変が認められ

ない場合、又は、病気

の回復期で集団保育が

困難な場合で、保護者

の勤務等の都合により

家庭で保育を行うこと

が困難な場合、病院・

保育所等に付設された

専用スペース等で、一

時的に保育する事業

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

計画数【次期案】

14



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

2,794 2,821 2,950 3,045 3,142 1,687 1,699 1,761 1,792 1,875

【低学年】量の

見込み

1,850 1,912 2,017 2,092 2,147 1,185 1,193 1,237 1,259 1,317

【高学年】量の

見込み

944 909 933 953 995 502 506 524 533 558

1,040 △ 2,005

会員数の増加、一定の活動量

もあり、ニーズの高い事業で

ある。研修の充実など、引き

続き協力会員の確保に努めま

す。

2,794 2,821 2,950 3,045 3,142 1,687 1,699 1,761 1,792 1,875

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

低学年　…　（＝推計児童数（６～８歳）×利用率実績（過去5年間最大値39.7%）） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

高学年　…　（＝推計児童数（９～11歳）×利用率実績（過去5年間最大値16.8%）） 1,834日人 1,973日人 2,875日人 2,766日人 2,642日人

906日人 1,035日人 1,039日人 950日人 818日人

○　「確保の内容」算出方法 467日人 332日人 321日人 370日人 222日人

3,207日人 3,340日人 4,235日人 4,086日人 3,682日人

依頼会員数 1,274人 1,388人 1,483人 1,552人 1,611人

協力会員数　（Ｂ） 207人 225人 235人 251人 261人

両方会員数 37人 32人 31人 29人 32人

協力会員1人当たりの活動件数　（Ａ/Ｂ） 15.5日 14.8日 18.0日 16.3日 14.1日

○　参考（今後の見込み）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

【未就学児】量の見込み 3,145 3,154 3,152 3,160 3,196 ※推計児童数×利用率実績（過去5年間最大値48.1%）

【低学年】量の見込み 1,185 1,193 1,237 1,259 1,317 ※推計児童数×利用率実績（過去5年間最大値39.7%）

502 506 524 533 558 ※推計児童数×利用率実績（過去5年間最大値16.8%）

量の見込み合計 4,832 4,853 4,913 4,952 5,071

協力会員数の見込み　（Ａ） 283 293 304 315 326

最大確保量　（Ａ×18.0） 5,094 5,274 5,472 5,670 5,868

【未就学児童】延利用者数

ファミリー・サポート・センター事業は、「一時預かり事業」と「子育て援助活動支援事業

（就学後）」の確保方策として利用されるが、ファミリー・サポート・センター事業の最大確

保量（「協力会員の数の見込み」×「協力会員1人当たりの活動件数（過去5年間最大値の18.0

日）」）で未就学児・低学年・高学年の量の見込みを受入れることは可能であることから（右

表参照）、

・未就学児の量の見込み数＝「一時預かり事業」の子育て援助活動支援事業（ファミリー・サ

ポート・センター）の確保数

・低学年・高学年の量の見込み数＝子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・セン

ター、就学後含む。）の確保数

とする。

確保の内容（人日/年）

【低学年】延利用者数

【高学年】延利用者数

計　（Ａ）

【高学年】量の見込み

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】

10

子育て援助活動支援

事業（ファミリー・

サポート・セン

ター、就学後含

む。）

子育て支

援課

就学児童

児童を有する子育て中

の保護者を会員とし

て、児童の預かり等の

援助を受けることを希

望する者と当該援助を

行うことを希望する者

との相互援助活動に関

する連絡、調整を行う

事業です。就学児対象

のファミリー・サポー

ト・センター事業

量の見込み（人日/年）

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

15



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,110 1,101 1,167 1,161 1,153 1,180 1,178 1,178 1,174 1,184

1,061 △ 100

妊婦健診受診率については、

29年度は96.3％であったが、

30年度は、1.5％増の97.8％と

なった。現在の事業実施体制

でも量の見込みを受入れるこ

とは可能となっているため、

事業を継続して実施してい

く。

1,110 1,110 1,167 1,161 1,167 1,184 1,184 1,184 1,184 1,184

○　「量の見込み」算出方法 ○　参考（実績）

　「推計児童数（０歳）」×「妊娠届出数／０歳人口（過去５年平均値、106.4%）」 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平均

○　「確保の内容」算出方法 1,042人 1,072人 1,063人 1,050人 1,001人 1,046人

　「量の見込み」の最大値と同数 1,162件 1,091件 1,125件 1,097件 1,085件 1,112件

111.5% 101.8% 105.8% 104.5% 108.4% 106.4%

○　参考（今後の見込み）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,109人 1,107人 1,107人 1,103人 1,113人

1,180件 1,178件 1,178件 1,174件 1,184件妊娠届出数の量の見込み　（Ａ）×（Ｂ）

量の見込みと確保の

内容

106.4%

０歳人口

確保の内容（人）

妊娠届出数／０歳人口　（Ｂ）

量の見込み（人）

実施場所：都内契約医療機関（助産院、都外医

療機関で受診の場合は現金給付）

検査項目：計14回、現在の検査項目を引き続き

実施

０歳児推計人口　（Ａ）

妊娠届出数

妊娠届出数／０歳人口

実施場所：都内契約医療機関（助産院、都外医

療機関で受診の場合は現金給付）

検査項目：計14回、現在の検査項目を引き続き

実施

11 妊婦健診事業 健康課 妊婦

妊婦の健康の保持及び

増進を図るため、妊婦

に対する健康診査とし

て、①健康状態の把

握、②検査計測、③保

健指導を実施するとと

もに、妊娠期間中の適

時に必要に応じた医学

的検査を実施する事業

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

計画数【現行】 計画数【次期案】
平成30年度進捗状況

16



実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

12

実費徴収に係る補足

給付を行う事業（世

帯の所得の状況等を

勘案して物品購入に

要する費用等の全部

又は一部を助成する

事業）

保育課 未就学児童

保護者の世帯所得の状

況を勘案して市が定め

る基準に従って、特定

教育・保育施設等に対

して保護者が支払うべ

き日用品、文房具その

他の教育・保育に必要

な物品の購入に要する

費用又は行事への参加

に要する費用等を助成

する事業

実施

小金井市子ども・子育て支援

事業補足給付補助金交付要綱

を平成27年度に制定し継続し

て実施している。平成30年度

も対象世帯に対し、制度の周

知及び申請手続を案内し、実

施したが、申請者はいなかっ

た。

平成30年度実績　0人/年

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

○　参考（実績）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1人 0人 0人

実績数

A

(平成30年度

実績数

－平成30年度

計画数)

A-B

進捗状況の説明

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

B

平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

13

多様な主体が本制度

に参入することを促

進するための事業

保育課

特定教育・保育施設等

への民間事業者の参入

の促進に関する調査研

究その他多様な事業者

の能力を活用した特定

教育・保育施設等の設

置又は運営を促進する

ための事業

平成30年度進捗状況
計画数【現行】 計画数【次期案】

番

号

量の見込みと確保の

内容

平成30年度進捗状況
計画数【現行】

実費徴収に係る補足給付者数

計画数【次期案】

確保の内容

（実施状況）

担当課 対象 事業の内容

量の見込みと確保の

内容

番

号

事業名称 担当課 対象 事業の内容

事業名称
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